
１． 研究背景と目的

台湾・内政部統計処注１）の統計によると、 年まで

に、台湾の 65 歳以上の高齢者の割合は約 ％注２）にな

り、今後はさらに高まると予想されている。

その影響もあり、台湾の高度成長期に建設され老朽化

しつつある集合住宅団地では、居住者の高齢化が進行し、

居住ニーズとの不適合も生じ、空き店舗や空き家などの

空間の遊休化と団地コミュニティの衰退に直面しつつあ

る。高経年の公的な集合住宅団地におけるこれらの解決

には、遊休空間を活用することによる空間の新たな価値

の創出や、コミュニティの向上が鍵となりうる。

 筆者が研究対象としている台北市にある南機場国営集

合住宅団地注３）は、1964 年から 1971 年に建設された公

的な分譲集合住宅の団地である。現在は建設から 50 年

以上が経過し、建物の老朽化により、一部の空間が遊休

化しており、総計 40 の空き店舗を占めている。さらに、

団地内に居住している独身高齢者、心身障害者、低所得

層者などの社会的弱者と経済的弱者の住戸が約 6割を占

める。 

筆者らは既報１）で、同団地における市場空間の再利用

事例を対象に、空間活用の現状や団地活性化を推進する

仕組みの一端を明らかにし、高経年の公的な集合住宅団

地の住環境整備に向けた知見を指摘した。 

本研究では、同団地で活動している NPO 法人が活用し

た 3 ヵ所の空間利用や、団地の福祉支援と社会的弱者の

生活サポートに向けた活動の現状を明らかにする。そし

て、これらが団地活性化に及ぼす効果について考察する

ことを目的とする。 

２． 既往研究と本研究の位置づけ

台湾より先に高齢社会を経て超高齢化社会に突入して

いる日本において、団地住民の支援に向けて団地の空き

空間を再利用する事例が近年散見されるようになった。 

団地の空き空間を対象とした住民の福祉用途への利用

に関して、山田ら２）は、団地の空き住戸の利活用が住民

向け福祉支援の実施に効果的であることを明らかにした。

団地の空き家を活用した空間の運営に関して、菅村ら３）

は、団地の空き住戸を活用した福祉施設における施設の

運営方法、利用者の利用形態および施設に対する評価か

集合住宅団地における遊休空間の利活用が団地活性化に及ぼす効果 
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らみた 性を明らかにした。団地の空き家空間の活用に

よる団地と地 への がりに関して、 ら ）は、大

、市の公営住宅の集会所および空き住戸の活用が地

に及ぼす効果を し、地 住民の活動 や協力によ

り施設を 心に地 活動が活性化したことや、運営団

と地 組 が築いた関 性を明らかにした。地 住民の

施設利用実態に、 ら ）は、 TWDの 山地 店

の空き店舗を活用した福祉 における 間 の空間

を 用する状 と、年間の利用者の利用 態を明らかに

した。 

一方、台湾における団地住民への支援に向けて空き空

間の活用に関して、筆者らは、団地における遊休化した

市場を活用した 組みについて、空間活用の状 と団地

活性化を推進する仕組みの一端を明らかにした。筆者と

同 に南機場団地を対象とした研究は、 ら ）は、地

が 的に り組 福祉のま りの現状を し、

に事業の と を明らかにした。 

 これらの既 研究によると、日本では、空間の利用実

態、運営、住民が活動の利用実態などの事例が 、台

湾では、団地における福祉ま り仕組みの 化は

じられているが、活用した空間の利用実態や支援活動が

団地活性化に及ぼす効果については じられていない。  

本研究は既 研究と なり、対象とした台湾の団地の

遊休空間の利用実態および支援活動の内 を明らかにし、

支援活動の仕組みや地 組 とのつながりにより、団地

活性化に する 性を考察するものである。 

．  
.１ 住宅団地の  

 台湾 国民住宅建設 員会 は、 後 の住宅不

および 法建築の建 を目的とし、 年から

年まで国営集合住宅の建設計 を行った。南機場国

営集合住宅団地はその計 のもと、 年、 年、

年に 期に分けて建設された。本研究の対象団地は、南

機場国営住宅団地で 一期の 年に建設された

5 建て RC の集合住宅団地である 1）。 
.２ 対象お 法 
研究の対象は、NPO 法人台北市 Jenjishiang）

社会 協会 以 JJS とする）が 運営している

一期 の遊休化した を活用した ード

、 一期 の空き店舗を活用したコミュニティ・

および 一期団地 の空き家を活用したコミュニ

ティ支援 南機場 活 地 の ヵ所である。 
JJS は、 の 長 が団地や地 におけ 

１ 対象地の 本  
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る福祉は、 の 長 が団地や地 におけ

る福祉支援や て支援、社会的弱者の生活サポートの

ために、 年に設 された法人団 である。 

本研究では、 年 日に運営者へ

および空間の実 を行い、また、筆者は

ード の ティ として、 察 を行っ

た。 の対象は、JJS の会長、コミュニティ・

の店長、 ード 店長の計 人とし、JJS と

の運営状 および活動について いた( 2)。 
. 対象空間の空間利用と  

対象空間は、台北市 の 長が南機場団地

の住民と地 住民を生活支援し、地 の を する

ために、 長と団地住民が 心になって計 した 3）。 
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.１ 活 地 4  

 活 地空間の  

 の 長は 年に、国 から の 用

を得た。その後、地 で の住民および台湾大学

建築 研究所、 コミュニティ・ の教

員や学生と一 に の ー ワー

(内 ： 地 、空間実 、地 住民への

、空間 の など)を した。 

南機場 活 地はワー での に き、

の地 住民の ティ や団地の工 店の協力か

ら、空間の けおよび建物の整備 築工事を行い、約

8 後の 年に ー した。 修経 は て 長

を じて、民間から約 TWD
注 ）の が集まっ

た 1）。 

空間の は、高齢者の福祉支援や団地の社会的

弱者の生活サポートおよび地 住民のコミュニティの場

を考 、コミュニティ 、キ 、 学生の学

、 教 、 の分 、 目的 場などの

ー を整備した。コミュニティ は活動の用途に合

て、 き戸を り 、 目的 場とつながる。 
 活 地の 法 

南機場 活 地は の なコミュニティの

であり、そこで、JJS は 空間を 心に支援活動によ

り、 (南機場国営住宅団地を )の居住者の

進と団地や地 内の高齢者の福祉支援および社会的弱

者 の生活サポートを目指した。協会は コミュ

ニティ・ 、地 の大学、 、民間 業、組

との を じて、 の福祉支援の活動と 年の支

援を支 ている( 4)( 5)。 長の 割に行政からの支

援を じて、 分 を設 したり、住民に向けた

や活動を行っていた。 

 活 地の  

南機場 活 地は、 心 ー(会長 人、

人)、 員 人、 先生 人、 人と ティ

によって運営を支 ている。 ティ 人員は団地の

住民や ード の会員あるいは、地 大学の ー

分 の をつな つつ、学生 ティ の活動

をしている。一 の ティ は で、 し、

高齢者の 教 および の分 の ティ

人員は 事 と が支 されている。 ード

の会員は い物ポ トが得られる。 

 活 地の と 間 

方 では、JJS の の および団地や  

 対象空間の 置 注１ ）
 

2010  
団地の に る の 用 を

て の と を た  

2011  活 地として した  

2012  
団地の遊休化した の 用 を

た  

2013  
市の と 間の を利用し と の空 の

を た  

2014  として した  

2016  
JJSが の を利用し 団地の空 を の

を た  

2016 7  として した  
 

  

1 活 地の活用 ( )と活用 ( )
注１１） 

  

2 の活用 ( )と活用 ( )
注１２） 

  

3 の活用 ( )と活用 ( )
注１３） 

 

の を用いて した。Facebook や SNS など

の ー トの利用および活動の や居宅 事

業を じて 報 の も行った。 の運営 間は、

日の から まで、 日は 後 ま

で営業している。 

.２ ( 5) 
 空間の  

長は 年に国 と 営利目的の利用を協

し、空間の の 用 を得て、 ード とし

ての計 を めた。 長は民間 業の社会 事業から

の を利用し、活動 入と一 者の

を めて約 TWD の 修経 が集めた。空間

は団地の工 店の協力から整備 築工事を行い、 年

に ー した。 ード は台北市 市 新処注１ ）

の 年の老 新生大 注１ ）計 を し、 年度の

を した 2）。 

空間の においては、団地や地 の社会的弱者

が ード へ る の心 を考 、コ ニのよう

な 方 で の の の を行った。 

 の 法 

ード は、 てられている 物に新たな価値

を 、団地、地 内に住 物に っている人に
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団  NPO法人団    利用  会  
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している。市の社会的弱者 の を 合する

が会員 度で、入会でき、 ード で い物ができ

るポ トが される。ポ トが りない場合、

協会での ティ 活動により、ポ トを得ること

もできる(1Hr/20 ポ ト)。 ード の の

の 方 は、 に 的に地 の大 ー ーの

ー からの および一 からの がある。不

部分は協会から民間に 集する。 

 の  

ード は、店長と店員 2 人と ティ 人員

によって運営が支 ている。 ティ は、地 住民、

ード の会員 いは、地 大学の ー 分

の をつな て、学生 ティ 活動を行っていた。 

 の と 間 

方 では、入 の と Facebook の利用およ

び居宅 事業により、 報の を行った。 
ード の運営 間は、 の 、 、 の

後 13 から 17:00 までで、 は民間から し

た や生活用 の整 業を行っている。営業 間

は ード の居宅 事業をしつつ、高齢者や障

害者の会員に向けて い物支援などのサー を行った。 

.  ( 6) 
 の空間の  

2016 年に JJS の 行 年 成計 から国

を得た 年の 支援のために、 長は団

地の空き店舗を活用し、コミュニティ・ とする

トが まった。協会は民間 業 ー の社

会 活動 計 れられない や を大

にするような活動）を じて、 協 をした。空間

の工事 と設備 は て ー からの を利用

し、 修工事は団地の工 店から協力を けた 3）。 
空間の は、 の修業のために、

ティ ド ズ(City&Guilds) 注１ ）組 が

された国 用の ーを設 した。 に

はテ を設 し、活動 の場合に 動 の 動に

より、 や会 が になる。入 は 物の

を設 した。 
 の 法 

コミュニティ・ は、JJS から設 した JJS
会社を運営している。運営方 は を にしないこ

とを 心に、市内の大 ー ー、15 の と市場

と し、 や を に した。 の

入は、店舗の運営経 を し いた が 障害 年

と 行 年の 修業の経 として利用される。 

 の  

コミュニティ・ は、店長 社長）1 人、

ト 3 4 人によって運営が支 ている。 トは

一 の 者と の修業を 業した 障害 年

や 行 年を対象としている。 
 の と 間 

方 では、Facebook や SNS などを に利用し、

また、協会の の で を行った。 

は、 から の 後 13 30 分から 22
30 分まで、 日 は 11 から 22 30 分までが営業

間となっている。 物を する は 日

後 16 から 17 まで、 物の を行っている。 

. JJSの活 7  

.１ 活 地 

 活 地の活  

活動内 は 福祉支援 年支援 ト

の つに分 した。福祉支援では、団地に住 高齢

者 障害と一 を による年間の かつ 事会は

を している。高齢者は で 同 事と活動

による ティ の により、高齢者の れあ

いと が生まれた。 、南機場 活 地において、

高齢者の 活動と を行い、団地住民の高

齢者の 状 を するために、 の 計に

対象者とその家 の 先を し、 の 果を

対象者と家 に する。 年支援では、団地の 行

や 障害の 年のサポートため、 成 を

し、 年間に 人が を得て

した。 の を じて、 年の や ができ、

行 年の 低 と キ が得られた。社会的

弱者 の へのサポートを じて、 の学 支援、

と を行い、 へのサポートを実施した。

トでは、 りやワー 、 ー ー

トの により、地 住民への を行った。 では、

教 や生け 教 、日本 教 などの活動を した。 

 活 地の活  

福祉支援、 年支援、 トは にJJSの を

行い、福祉支援の 、 教 や の

活動は市の に協力し した。学 期は民間の

組 と から 支援を行い、学 の運営を し

た後は てJJSを した。ワー と は地

の大学や コミュニティ・ と し

した。活動は に で の住民( 一、 期団地を
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)を対象している。しかし、高齢者への や 事会

は いで1日TWD20 の利用 があった。 

.２  

 の活  

活動内 は、団地や地 の社会的弱者の生活サポート

を行い、会員 500ポ ト の 度により、

経済的弱者 に の生活 を した。居宅 事

業を じて、行動不 者や独身高齢者の会員に い物支

援を行った。 

 の活  

ード は台北市の社会福利 ー注２ ）と

し、市内の生活サポート の に ード

の入会の や国から される 成 の の 、

支援を行っている。 ード は支援活動のため

に、 事業の 果が社会福利 ーを に

し、それらの の 報を する。 

.   

 の活  

年支援では、JJSと 同に地 の 行 年や

障害 年への 成 の活動 と、 年た

に対する や も行っている。一 者に対する

成 は2018年4 から まった。 ト

では、JJS のワー の協力や、一 者に向

けて空間の 出および地 活動に するために、

を出店する。コミュニティ・ の 物の

は台北市にできた の であり、

JJSの と協力により、台北市の7つの への 支援

を行い、2018年に総計8つの が出 た。 

 の活  

年支援活動とワー はJJSと したが、

一 者に対する 成 は している。

物を する の は市の の に

より、 約 キ の を した。一 者に対する空

間の 出や地 組 と し、 の出店も行ってい

る。 

.  JJSの活 ( 8)( 9)( 10) 

2017年における高齢者 事会の利用実 は11,305人

( 人)となり、年間の利用者538人のコミュニティ

での 事は1人あたり は に約21 となる。

教 は 4,980人となる。年間の 249 より、

の利用は約20人となる。 学生の学 支援では、

4,379人が利用した。JJSによる ティ の居宅

では、 住戸は6,698戸であり、 に558 の 宅を

れて した。 では、 7,376戸、 に約615

に対する を行った。2017年に ード

では、年に 12,627人が利用したが、会員 279戸より

45.2 が利用した。 成 では、2016年

から2018年までに計38人の 年が し、その内に

の19人は の を得た。JJSが の を

した は、2016年に4,045キ 、2017年に25,560.2

キ の となる。2017年で に した は2016

年より781.7キ を た。 

. NPO法人 JJSの 務 11） 

.１ 活 地の  

南機場 活 地の 入は、行政、民間、事業 入の3
つの 入があり、行政は年間 入の4割を占め、 的

に市の社会 注２１）と 生福利部注２２）への の

および 所の の活動経 を利用している。民間は年

間 入の 割を占め、 業や一 者の および や

事会、 ー ー トでの 入は事業 入となる。 

支出では、人 が一 を占めて、年間支出の64%
である。 に 占めるは 、 、 など

の であり、年支出の20%を占める。活動 と事

は年支出の16%を占める。南機場 活 地では、地 の

住民や地 の大学、団 などの ティ の協力によ

る人的 により、活動の人力の を した。また、

地 の市場や大 ー ーの と の を じ

て、 や 事会への を大き した。 

.２ の  

ード の 入では、 からの予 および民

間の であり、 からの予 は 的に年間で

を しており、 は 業や組 など

の団 と一 者 人の があった。 

支出では、人 が一 、年間支出の6割を占め、

に空間の および 、 、事 などの

が 、年間支出の 割を占めた。 

.  の  

 コミュニティ・ の 入では、運営の 入、空間

の 出であり、 の運営 に に約 の

入を し、不 部分の場合にJJSから運営 を行

っている。2018年4 から運営 入を するために、

一 者に向けて 修業 が めた。 

支出では、一 人 が4割を占め、 に 、

と および空間 は 々3割を占めた。

の一部は、近 の市場と大 ー ー ー か

らの を じて、 を分 した。
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16:00 17:00 
               

協会 の       
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団 の に /

の 団  

         

    

 

* 4 活 地の の空間と対 5 の と対 6 の と対  

8 2017 活 地の活 ２  

 会        活  の の活  の の活  

の利用 /  538人/252  297人/388  249  の の  90人 139人 宅  6,698  
人  100人 300人 

利用  11,305 9,962 4,980 利用人  1,733 2,646  7,376  

9 2017 の の活 ２  

2017    の   
 

会  114  145  20  279  

利用  802  614  103  1,519  127  

の利用  5,788  4,667  2,172  12,627  1,052  

の利用した  390,300 299,210 52,450 742,560 61,880 

      

 10 と の の ２  

 2016  2017  2018  

人 / を た人  12人/4人 12人/6人 14人/9人 

した  した   

2016  4,045 (9 11 ) 1348.3  

2017  25,560.2 (1 12 ) 2130  

   

. 12  

JJS は、南機場 活 地、 ード 、コミュニテ

ィ・ の 3 つの空間を 心に、住民向けの支援活動

を じて、団地内やさらに団地 の地 へのつながりを

推進している。 
以 において、対象とした 空間における活動および

運営方 について考察する。 
1) 活 地の活 の   

南機場 活 地の活動では、 の

3 つの 形態があるが、 に であるが、地

との協力による、 や も な ない。南機

場 活 地の は、団地や地 住民の日 のコミュニ
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11 JJSの  
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間の  / 4   団 人 
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活 務  / 16% 活 の の  
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空間の  し   

フ
ー
ド
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協会  / TWD100 ( \360 )  利 の の し の 協会  

間の    団 人 

支
出 

人  / 6 TWD60   と 社 の  

空間の  / 2 TWD19.2  
空間 と の の空間 間

の /TWD1.6  

と 務の の  / 2 TWD20   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ 

 

の  / TWD20   の の の JJS をする 

空間の     

の  人/TWD18500 ( \66628 )  に対して の と  

支
出 

人  /TWD7.5 \27  

 

2 3人の 1人/TWD2.5  

空間の  /TWD6 \21.6  間 の  

と  /TWD6.5 \23.4   

  
    

ティ として、 分 や休 所として利用されて

いる。 長は南機場 活 地の空間を利用して、市の

報の や JJSの事業の 業も行った。JJSは 福祉支

援 を して、団地や地 の高齢者への 支援と生活

支援を行った。 年支援 を じて、団地の 行 年

の 直りや団地の社会的弱者 への の学 支援

と 予 を行っている。高齢者(年 538人の利用)は

事会と 教 (年 252/249 )により、 出機会が

たとい る。これらの活動を じて、高齢者と

ティ (団地/地 住民や学生)の 間の により、

が行 れ、 に 頼関 を築いた。以上の支

援活動かつ の活動により、住民た の 機会が 、

高齢者への や団地活性化の効果があると考 ら

れる。 

2) の活 の   

ード の活動では、 生活支援 を じて、会員

に の や 支援、 成 の を行い、

団地や地 の社会的弱者 の会員への支援対 となっ

た。 /居宅 事業 を じて、会員の生活の

の ができ、 社会福利 ーと支援対

をたてる。これらは、高齢者や行動不 の会員に対して、

い物支援やJJSの活動 や地 の 報 の効果が

あるとい る。 

3) の活 の   

コミュニティ・ の活動では、

出 の 4 つの 形態があり、活動は に南機

場 活 地と し、団地の 年支援や地 住民

の の場として活用されている。地 の との

により、2017年に 25560.2キ の れ り処分予

の を し、地 の を する効果が

見 る。 の を じて、団地や地 内に住

物を っている人の の を解 する効果があると考

られる。 

4) 活 地の の   

南機場 活 地の運営では、 行政 から空間の

と を得て、さらに、地 団 、 業や一 者へ

の や 物などの利用により、 の運営コ ト

を大き に したと考 られる。また、大学生と地

住民、 ード 会員の ティ により、人 不

の解決と人 の が実現した。 

5) の の   

ード の運営では、 営利目的のため事業 入

はな 、 ての予 は JJSからの である。 行政

から空間の と会員の ティ 度を じて、

空間 と人 を大き したが、 期的な大

ー ーの ー の の を じて、 ード

の 物 を でき、 ード の を支

る な 割になっている。 

6) の の   

コミュニティ・ の運営では、 に の事業

入として、 りない部分は JJSから 成 によって、

コミュニティ・ の運営を支 ている。地 の市場

と ー から された の利用を じて、

の を しつつ、コミュニティ・ の一部の

が される。地 の は 期的な を

することにより、 物の の運営を支 て

いる。 

.  

本研究では、JJSにおける 3対象空間の空間利用の実

態や、団地の福祉支援と社会的弱者の生活支援に向けた

活動の現状および空間の運営を支 る の を明ら

かにし、それらが団地活性化に及ぼす効果について考察 
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12 JJSの活 と の  
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を行った。その 果を以 にまとめ、 とする。 

 団地の遊休空間の活用 

JJSは、団地 の空き家および団地内の空き店舗を

ー し、団地や地 住民のコミュニティ に

なり、団地の や住環境を した。 

南機場 活 地は、コミュニティ 、 目的 場、

教 、 分 などの機 を し、団地や地 の住民

に利用された。また、1 の空間は き戸の り に

よる空間の な利用を とした。 

家 の では、南機場 活 地およびコミュニ

ティ・ が 動しやすい家 の 用を じて、

な活動が利用された。また、運営や支援活動の およ

び 分 の により、団地や地 の住民が日々

れ、空間の利用 が高まる。 

 団地と地 の住 の 活  

 JJSが南機場 活 地、 ード 、コミュニティ・

の 3ヵ所の空間を活用し、住民の生活支援や地

の 活動を行っている。JJSが地 団 や 、大学

の協力による や を して、団地に する空き

家において、高齢者への福祉支援、団地の 年支援活

動、 ト、 を行ったが、なかでも、活動を し

て、団地と地 の住民が に で する機会を

得て、高齢者への 独化あるいは、 の の予 が

できた。JJSは支援活動を じて、団地と地 の社会的

弱者の生活を支援し、 ード 会員の ティ

度と学生 ティ の利用を じて、支援活動が

とする人的 の をしつつ、団地の社会的弱者や

地 住民、学生の 機会を創出した。しかし、学生は

トや授業により、 しも できないた

め、活動の人員 は していた。 

 JJSの 務の  

JJSは 年、 の支援活動や 活動を してい

るが、それらの活動経 は、 が行政の や民間

の を利用している。しかし、民間の や JJS
の事業 入は不 であり、長期的な運営のため、活動

経 の が である。コミュニティ・ は 営

利事業ではな 、行政からの や民間団 への

の 入が得られないため、JJSから運営の が
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となるため、JJSの大きな である。コミュニティ・

の店舗の 入の が である。 

 団地活性化に及ぼす効果 

JJSによる団地への支援活動は、団地や地 の高齢者

と社会的弱者への生活 に 効であった。また、活動

を じて、団地や地 の住民は新たな の機会が得ら

れ、お りや 活動の により、 いと活 が生

まれ、団地の活力を向上する効果が見られた。さらに、

地 の大学の学生 ティ の により、団地を

た地 の の 進や団地住民、地 住民、学

生、JJSにおける 頼関 が形成された。 

 団地活性化のた に 

 運営において、行政の協力による公 施設の 利用

は、運営上の の 効があり、 業の は、活

動 の として 効であり、学生 ティ

は、人的 が として 効であった。 また、協会

による な 活動の は、 住民の生活支援や

機会を やし、住民は活動の による な支援

が けられ、 を す 性がある。 

 

 

に 協力 さった南機場 活 地、コミュニティ・ の

、また に 協力 いた NPO法人台北市 社会

協会の方 生会長、 ード の 俊 、コミュニティ・ の

方 店長に心よりお し上 ます。 

 

 

注 1) 内政部統計処 日本の統計 に する）。 

注 2) 内政統計 報、2017年 4 14日 

URL:https://www.moi.gov.tw/files/site_node_file/7635/week10715.

pdf 

注 3) 、南機場団地は 民国国 とその家 の再 住と南機場

の 法建築の 、 害の 者の住宅を するために、建設さ

れた。1980年 に、団地は低所得者と 者の集住になり、その後、

的に経済力がある住民が団地 へ していたが、1990年 から団地

は市の社会的 ティの低い層の集住地になった。活動が まる以 、

居住人 の 14%が 75歳以上の高齢者を占めている団地は、 民の集住地

であり、団地内の遊休空間は住環境の 生や の になった。また、

弱者住戸は教 が低い者かつ高齢者のため、行政の支援 報を入

するのに がある。 

注 4) 台湾 国民住宅 建計 員会 とは 建国民住宅 例

を き、政 が国民に し建設する住宅や政 が直 に建設する国

営分譲住宅の建設計 、 、 の業 をする 員会。 

注 5) 団地 ：筆者 影。 1の弱者住戸は経済的弱者 、社会的

弱者 、経済と社会的弱者 、住宅法 4 身分を 。経済

的弱者 ：低所得 、 低所得 (行政によって められ、

総 入 が 1 人/ あたり 低生活 以 であり、かつ家 が

年度の一 を超 ない者) 。社会的弱者 ：独身高齢者、心身障

害者 行動不 、 ・ 障害、知的・ ・ などの に関 る障

害者）かつ経済的に のない人。経済社会的弱者 ：低所得かつ高

齢者もし は障害者。住宅法 4 身分： 民国内政部営建 の

住宅法 の 低所得・ 低所得 、 境 、 3 人以上

の 成年者 を ている 、 施設や 家 に され

た後に家 が出 ない対象者(25 歳 のみ)、 65 歳以上の高齢

者、 ド ティ の 害者( 害者の を める)、

心身障害者、 先 性と後 性 不 の対象者、 台湾 住民、

者、 ー 、 その (行政機関が めた対象者)などの 12

の対象者。統計 の の社会的弱者と経済的弱者は、住宅法 4

身分の の 、 、 を対象者としたため、住宅法 4 身

分は 、 、 の対象者を めてない。統計 は、2017年 3 に台北

市 市再生推進 ー南機場事 所への で入 した 公

の を 考に整 した。 ー は 2015年 11 のもの。 

注 6) とは、台北市 の 端の行政 である。 

注 7) 3内 にある国 とは日本の に する。国

とは国 不動 を する行政機関である。 

注 8) によれ 、行政からの支援は直 団地に入 する

があり、 長公 の も である。 に、 長が JJSの成 を

じて、行政や民間の を利用し、支援活動を行った。 

注 9) 2016年に 1 の台湾ド (TWD)は 3.6157日本 (JPY)。 

URL:http://xn--7cko4fuex60q.com/twdjpy/2007-2016-chart.html 

注 10) 長とは、台湾における 端の行政 であり、 の住民

から によって、 れた公 である。 

注 11) 1:( )南機場 活 地の により筆者 影、( )筆者

影 

注 12) 2 JJS  

注 13) 3：( )JJS 、( )筆者 影 

注 14)台北市 市 新処とは、 市の再 を する部 に する。 

注 15) 老 新生大 とは、2001年から台北市 市 新処を してい

る市の空き家を ー する大 である。 

注 16) 4の空間 、 の は JJS 、空間 、 、 、 、

の は筆者 影 

注 17) 5の は筆者 影 

注 18) 6活動 は JJS 、空間の は筆者 影 

注 19) ティ ド ズ(City&Guilds) とは 1878

年に設 された にある 大 の国 を 行する

組 である。 

注 20) 台北市社会福利 ーとは、台北市社会 から市内の 12

行政 に設 した機 であり、市 の社会的弱者、高齢者、障害者、

、 年などの対象を 々な支援業 を行っている。 

注 21) 台北市社会 とは台北市の行政事 部 の とつ。 

注 22) 生福利部とは台湾の公 生、社会福利及び社会福祉に関す

る業 を する。日本の 生 に する。 

注 23) は JJSから入 した 公 を 考にまとめた。 
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